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岐阜大学における技術組織の紹介 
 

水上精榮 

岐阜大学工学部ものづくり技術教育支援センター 

 

表－１ 岐阜大学における技術組織 

１．はじめに 

岐阜大学は岐阜城がある

金華山とその西を流れる長

良川から約５Km 北西側に位

置している。岐阜駅の北北

西の位置にあり、岐阜駅か

ら約６km、バスで約３０分

かかる。長良川と伊自良川

の後背湿地（昭和 51 年水害

（9.12 水害）にあう）を埋

め立てて昭和５８年（1981）

に統合されたものであり、

敷地面積は６４ha である。

５学部（教育学部、地域科

学部、医学部、工学部、応用生物学部）５研究科（教育学研究科、地域科学研究科、医学系

研究科、工学研究科、応用生物科学研究科）と３独立連合大学院（連合農学研究科、連合獣

医学研究科、連合創薬医療情報研究科）及び附属病院で構成されている。平成 23 年度在学生

は約 5,800 人、教職員は約 1,500 人である。図－１に岐阜大学全景を示す。左からおおよそ

医学部・病院、教育学部、地域科学部、工学部南側に左から本部事務局、応用生物科学部が

位置している。中央に図書館がある。平成２３年度の予算規模は 373 億円の総合大学である。 

岐阜大学全景

図－１岐阜大学全景 

詳しくは 

http://www.gifu-u.ac.jp/view.rbz?cd=1360 

 

２．技術組織 

現在岐阜大学における技術組織は表－

１のように部局ごとに主にセンター形式

で設置され、技術部といった形にはなっ

ていない。各組織は教員と技術職員、あ

るいは事務職員と技術職員の複合組織と

いった形で運営されている。全学的な活

動としては、毎年岐阜大学技術報告会を

開催し、今年度１３回目となり全学及び

他大学との技術の交流を図っている。 
 各組織は大学の使命である教育・研

究・地域貢献のなかで、教育への技術支

援、研究への技術支援、地域貢献としての技術活動を行い、さらに全学及び各部局の労働安

全衛生業務（安全衛生委員会、職場巡視、定期自主検査等）に貢献している。 

岐阜大学における技術組織 

               （常勤数／再雇用数）

本部所属 

 ・学術国際部情報戦略課      （４／０） 

 ・生命科学総合研究支援センター  （５／１） 

 ・流域圏科学研究センター     （０／１） 

医学部 

 ・技術室             （３／１） 

工学部 

 ・ものづくり技術教育支援センター（１３／０） 

応用生物科学部 

 ・附属岐阜フィールド 

科学教育研究センター （１２／２） 
合計             （３７／５） 



４．工学部の技術組織について 

 工学部の技術組織はものづくり技術教育支

援センターという技術教育組織である。組織

図を図－２に示す。センター長（教授）、セン

ター長補佐（技術専門員）、兼務教員（９人）、

ものづくりセンター運営委員会（教員、客員

教員、技術職員、事務職員）、客員工学系教授、

ものづくり技術開発支援室（６人）、情報技術

開発支援室（２人）、環境・分析技術開発支援

室（５人）で構成されている。 

 

．岐阜大学における技術職員 

の「職務に関連する技

９年１１月に第

５

 表－２に平成１９年７月に学

長裁定による「岐阜大学におけ

る技術専門員及び技術専門職員

の推薦基準」が岐阜大学独自に施

行された。 

この中で一

図－２ 工学部ものづくり技術教育支援センター組織図 

  表－２ 岐阜大学技術専門員の推薦基準 

術系の国家資格試験（大卒程度以

上）に合格したもの」では衛生管

理者の資格を持つものは該当する。

また三の「高度な技術の導入や運

用など、技術業務において顕著な

業績を有する者」は該当するもの

があろうと思われる。八の「その

他、前各号のいずれかと同等若し

くはそれ以上の顕著な業績を有する

められる者」では該当者が各自の専門の

技術を追求しておれば可能であろ

うと思われる。 

 表－３に平成１

と認 表－３ 技術職員の技術業務と技術研修 

９回岐阜大学技術報告会実行委員

会において、職員課長より技術職

員の技術業務・技術研修に関して

の見解が報告されその内容を示す。

ここで技術職員の技術研修として

 

各種の技術研修が位置づけられた。

高度専門研修として「本学の修士

コースへ入学する」ことや「放送

大学へ入学する」こと、及び語学

研修の「長期英会話研修」は積極
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的に受講することがキャリアアップと

しても有効であると考える。 

 次に表－４に岐阜大学技

表－４ 技術報告会の位置づけ 

術 

よその技術職員独自の業務

内容の割合が示された。センター業務としては例えば各種委員としての業務、サイエンス 

報告会の位置づけを示す。岐

阜大学技術報告会がＳＤ（ス

タッフ ディべロップ）研修

として位置づけられている。

また「技術報告会は職務の一

つであり、その発表は各自の

専門能力を高めるための絶好

の機会である」と示されてい

る。岐阜大学技術報告会の位

置づけが明記され、これを

我々が認識し、学内の教職員

に認めてもらうことも技術職

員組織の評価を高めるためにも重
表－５ 工学部技術職員組織内規 要なことであろうと考える。 

 表－５は平成１６年４月に

工学部長裁定により施行され

た岐阜大学工学部ものづくり

技術教育支援センター技術職

員組織内規の一部を示す。こ

こでセンター技術職員の複数

の技術業務が位置づけられた。

技術職員としての専門業務が

位置づけられ、この中で労働

安全衛生業務は平成２３年に

新たに位置づけられたもので

ある。 

 表－６は平成２３年１０ 

月の第１６回ものづくり技 

術教育支援センター運営委

員会において承認された技

術職員のエフォートを示し

たものである。ものづくり

センター業務３０％、労働

安全衛生業務２０％、学生

技術指導２０％、研究支援

３０％とされ、ここでおお

表－６ 工学部技術職員のエフォート 



カフェ、ものづくり体験学習、プロジェクト研究、

各種支援業務等が含まれる。技術職員の研究業務

については、科学研究費等の補助金による研究や

研究室等での共同研究等が含まれる。 

表－７ 教育基本法の改正 

 表－７は平成１８年（2006 年）に教育基本法が

改正された内容である。第七条で「大学は、学術

の中心として、高い教養と専門的能力を培うとと

もに、深く心理を探求して新たな知見を創造し、

これらの成果を広く社会に提供することにより、

社会の発展に寄与するものとする」とされ、大学

の使命として教育と研究及び地域貢献の３本柱が

位置づけられ、大学の教育・研究成果を

生かした地域貢献の進展が求められ、そ

れは同時に地域社会からも強く期待され

ているものと考えられる。 

 図－３は大学の３つの使命によりよく 

貢献するためのこれからの大学技術職員

像について述べたものである。技術職員

像のキーワードとしては①スペシャリス

ト、②ジェネラリスト、③マネージメン

求するものはスペシャリストであるが、

中堅あたりからジェネラリスト、最後の

１０年間はマネージメントを磨き・それを発揮

することが重要であろうと思われる。大学研究

者はスペシャリストの集団であるがジェネラリ

ストとマネージメントができる人材は少な

いと考える。そのような人材のニッチを技

術職員が担うことができるとよいと考えら

れる。 

 

６．おわりに 

ついて記した。技術職員は特に技術のスペ

シャリストを追求するためのスキルアップ

に努めることである。中期目標に沿った SD

研修を主催し、大学技術職員としての意識

を自ら高めることである。最後に東海北陸

地区の技術職員代表者会議が平成２２年度より発足したのでそこでの情報交換、課題の検討

等を通して東海北陸地区の技術組織が相互に協力し発展することを期待するものである。 

これからの大学の技術職員像について

キーワード

スペシャリスト

ジェネラリスト

マネージメント

スペシャリスト

ジェネラリスト

マネージメント

時間（年齢）

能
力

２０代～３０代

３０代～４０代

４０代～５０代

トであろうと考える。技術職員が強く追

図－３ これからの技術職員像 

 表－８に今後の技術組織の展開と期待に

今後の技術組織の展開と期待

１）スペシャリスト集団を追求する

２）研修会等を主催し積極的に参加する

技術発表会

ＳＤ（スタッフ ディベロップメント）研修等

３）地域貢献・地域連携により社会的に評価を得る

体験教室・サイエンスカフ等を実施する

４）全国総合技術研究会等へ参加（発表・聴講）する

５）東海北陸地区技術職員代表者会議の進展を期待
する

６）全国的なマネージメントシステムの進展を期待する

表－８ 今後の技術職員組織の展開と期待 
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